
⽊々たちは守り続けてきた。何⼗、何百、何千年と。⼟に根を張り、森を創
り、ある時は災害から、またある時は⼤気汚染から。私たちを守っているのは
いつも彼らだった。
だから次はあなたの番だ。
岐⾩の⽊を使い家を建てよう。そしてまた⽊を植え⽊を育てよう。その循環が
私たちの暮らしを、安全を、健康を作っていくのだから。地位の森を使うこ
と、それは私たちの暮らしを守ること。

夜明け前の漆⿊の闇から光あふれる世界へのほんの⼀瞬⻘く染まる幻想の森。
・・・・わが郷⼟、岐⾩にはこんな森がたくさん存在します。森と⼈が共⽣で
きる循環型の世界を目指そう。脱炭素化と⼈々の健康を切り⼝に、岐⾩の⽊で

＜メッセージ＞

岐⾩の⽊のチカラで地⽅創⽣



地域の活性化を実現しよう

１１⽉２９⽇（⾦） ぎふの⽊ネットフォーラムを開催いたしました。今迄年
に２回ほど全会員対象のイベントを⾏っております。今回は来年度４⽉より⼤
きく変わる省エネ基準の義務化について森林⽂化アカデミーの辻先⽣による特
別セミナーを実施しました。

＜取り組み＞

フォーラムの内容



更にセミナーの内容を取り⼊れた、⾼性能な住宅モデル（ぎふの⽊ネットモデ
ル）と使⽤資材の詳細についてもご案内いたしました。
このモデルを参考にしていただきビルダーさん独⾃のモデルを作っていただき
たいと思います。 そうした事へのお⼿伝いする事が私たちのミッションでも
あります。



今回の新しい取り組みとして会員表彰も⾏いました。受賞者には賞状と県産材
のナラで作った記念の盾を贈呈しました。
県産材を最も多く使⽤されたビルダーさんやＶＲ展⽰場で情報を⼀番多く発信
していただいた⼯務店さん等多くのジャンルで表彰させて頂きました。
また本年専門部会としてグリーンリノベ部会を発⾜させましたが、半年ほどの
間に多くの講習を実施し知識レベルの向上と共に、夏に北海道への現場視察も
実施し、具体的な技術レベルの向上も実現されました。
第１期⽣の⽅々は未知の海へ⾶び込むファーストペンギンの様にチャレンジ精
神と卓越した⾏動⼒を発揮されました。全員最終試験にも合格され、⾒事リノ
ベソムリエとしての称号も獲得されましたことについて改めて敬服の意を表し
ます。
今後２期⽣の募集もほどなく始まりますが、多くの⽅がこうした資格のもとで

会員表彰



⼤型リノベや空き家の改修などの⼯事に取り組めば、社会課題である空き家問
題に対し当協議会も⼀歩を踏み出せるわけです。

今後の新設着⼯は⼀進⼀退を繰り返しながらも現在の８０万⼾時代から６０万
⼾時代へ推移していくと考えるべきです。⼈⼝１億２０００万⼈の国⺠に対し
６,０００万⼾の住宅ストック。２⼈に１つの数の住まいが存在することにな
ります。
空き家もつい少し前まで８５０万⼾が今や９００万⼾越え。２０３３年、あと
１０年以内に２,０００万⼾越えの予測があります。つまりリノベや空き家改
修などが⼤きな需要を⽣み出します。今から先を⾒据えた⽅々による新たなビ
ジネスモデルこそが社会課題の解決と新ビジネスの創造の先⾏者利益です。ス
ピードと⾏動⼒が両⽴を可能とさせるキーワードです。
先に⼤きく伸びる分野として脱炭素化やＳＤＧｓの流れの中で都市の⽊質化の
流れで、構造は⽊と鉄やコンクリートといったハイブリッド型、また内装につ
いては⽊材を主として使われる物件が増えてきています。時代の流れを先回り
して新たなビジネスを創出しようではありませんか。
近⽇、非住宅部会をスタートさせます。新しいビジネスモデルにご⼀緒にチャ
レンジしませんか。

今回フォーラムの基調講演として、岐⾩県⽴森林⽂化アカデミーの辻先⽣にお
話しいただきました。

次は非住宅部会

新たなる進化・・・・今回のフォーラムより



現在のエコハウスは断熱の性能のみで評価されています。ガチガチの性能住宅
より、適度な温度ムラはむしろ⼼地よさといった発想で、完璧な快適さより⼼
地よさを目指すべきとの事でした。トータル的な⼼地よさを求める条件として
景観（地形や眺望、樹⽊、河川）や
⾃然（⽇当たり、風向き、植物）そして
⼈⽂（街並み、⽯や⼟などの素材・電気・上下⽔などインフラ、治安）
などの要素も含めるべきかと。なるほどと感⼼しました。

先⽣はパッシブデザインのすすめとして暖房機の⽇射熱取得も⼤切だとのご意
⾒
つまり

⼼地よいエコな住まいの作り⽅   これがテーマです

パッシブデザインのすすめ 



今回のフォーラムのポイントです。

結論 数⼗年先を⾒据えた性能を確保する観点から等級６を目指すべきとの考
え
また⾼断熱+⽇射熱取得で暖房エネルギーを半減という点も取り⼊れるべき
・・・・約９０分のご講演時間が⼤変短く感じました。

フォーラムにて参加者にアンケートをとりましたが、辻先⽣のご講演に対し
て、⼤変⾼い評価を頂きました。

〇 資料がわかり易く内容が理解しやすかった
〇 ⼈の⼼地よい住まいの考え⽅が変わりました。断熱等級のことも良く分か
りました。
〇 ものすごくわかりやすく、勉強になりました
〇 様々な制度がでてくるなかで、イラストふくめての説明でわかりやすかっ
た。
  建てる家での目標・理想を⾒据えて作っていく中で快適な家・⽣活で作る
ことができる事が理解できました。
〇 エネルギーを数値化し、提案につなげていくことで、お客様もイメージが
つきやすくお客様の為の提案が可能で素晴らしいと思いました。
〇 断熱についてこれまでは、断熱材を⼊れるだけで問題は解決すると思って
いたが、実際には窓も⼤きくするなどで、⽇中の⽇差しを⼤事になってくると
知り、窓を南側で⼤きくすることが⼤切だと知った。

温熱性能はどこまで目指す

＜今回フォーラム参加者の声＞


